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２０２５年度 放送大学教育振興会助成事業成果概要 
 
１．事業の課題名 
オンデマンド講義と対面講義を併用したリカレント教育におけるラーニングファシリテータ
ー人材を用いた学習支援と人材育成方法の探索と構築（２－１） 

 
２．研究者情報 
所属機関名 国立大学法人 北海道大学 
職   名 特任教授 
研究者・研究
代表者氏名 

種村 剛 

 
３．事業の目的等 

 リカレント教育では社会人受講生の受講しやすさのためにオンデマンド講義と対面授業が組

み合わされている場合が多い。リカレント教育の受講者は属性・学習動機が多様である。ゆえ

に、学生以上に学習サポートや、個別ニーズへの対応が必要となる。 

 上記を踏まえ、本事業は「リカレント教育を修了した受講生をプログラムのラーニングファ

シリテーターとして採用する」プランを提案する。「ラーニングファシリテーター（以下

LF）」、受講生の学習をサポート・伴走する者を指す言葉として用いる。LF は「プログラムを

学んだ先輩」として、後続する受講者の学習をサポートするメンターの役割を担う。 

 本事業の目的は、オンデマンド講義を用いるリカレント教育における LF の役割および、そ

のために必要とされる知識やスキルを、実際のリカレント教育プログラムを運営する中で実践

的に明らかにすることである 

 

 

４．事業の成果の概要 

1 年目の事業の成果 

 1 年目の事業成果は、①研究フィールドに相当する、オンデマンド講義と対面講義を併用し

たリカレント教育「共生を支えるコミュニティマネージャー養成プログラム」（ささプロ）の実

施、②ささプロにおける「ラーニングマネージャー」の導入、③ラーニングマネージャーによ

るオートエスノグラフィの作成、振り返りディスカッションの実施である。この 3 つの事業成

果は、2 年目に展開する前述の事業目的の本丸である「オンデマンド講義を用いるリカレント

教育におけるラーニングファシリテーターの役割および、そのために必要とされる知識やスキ

ルを、実際のリカレント教育プログラムを運営する中で実践的に明らかにすること」のフィー

ルドおよび 1 年次のデータとなる。以下、それぞれ説明する。 

 

1）オンデマンド講義と対面講義を併用したリカレント教育の実践 

 研究代表者が所属する北海道大学リカレント教育推進部は「オンデマンド講義と対面講義を

併用したリカレント教育におけるラーニングファシリテーター人材を用いた学習支援と人材育

成方法の探索と構築」（以下、本事業）と連動し、2025 年 10 月に「共生を支えるコミュニティ

マネージャー養成プログラム」（以下、ささプロ）を開講した。 

 本事業の「オンデマンド講義と対面講義を併用したリカレント教育」に相当する、ささプロ

を実施するため、本事業の助成金をささプロのウェブサイトの構築に使用した。このウェブサ

イトは、ささプロのアウトリーチ、募集の機能を果たすものである。本ウェブサイトはささプ

ロの 10 月の開講に合わせて 8 月中旬に公開した。 

 



 

2 

 

 

図 1 ささプロのウェブサイト https://reh.grad.hokudai.ac.jp/sasapro/ 

 

 また来年度、ささプロの実施において、上記のウェブサイトを転用することができるように、

本事業の助成金を用いて、CMS 化を図った。CMS 化することで、他のリカレント教育プログ

ラムにも転用できるようになった。 

 

2）「ラーニングマネージャー」の導入 

 LMS を「オンラインの学び合いの場」として機能させることを主目的として、ささプロに「ラ

ーニングマネージャー」（LM）を導入した。LM は LMSで講義や議論の記録、講師のアシスタ

ント、発言を促す場づくり、対話・交流の働きかけ、まとめの発信、課題の指示・定期的な連

絡を行い「講師と参加者とは異なる立場で学びの場に関わり、参加者の迷い、期待、不安に寄

り添い、学びに伴走する役割」を果たす。ラーニングファシリテーター（LF）よりも教育プロ

グラムの設計や実践の中核に関わる人材が LM である。本事業の助成金を用いて LM を 1 名雇

用した。 

 ささプロは、オンデマンド講義（20 講義）と対面 2 日間で実施する、演劇創作集中演習およ

び、選択科目のワークショップ（3 回）で構成されている。オンデマンド講義のプラットフォー

https://reh.grad.hokudai.ac.jp/sasapro/
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ムとしてラーニング・マネジメント・システム（LMS）を導入している。 

 ささプロは 2025 年 10 月に開講し、翌 1 月に閉講した。受講者は 22 名、うち修了者は 20 名

（修了率 91%）であった。 

 LM には、業務日誌を書いてもらうことで、その仕事で気づいたことを明らかにしてもらっ

ている。 

 

 
図 2 ささプロのパンフレット プログラムの構成やラーニングマネージャーが記載されている 

 

3）LM のオートエスノグラフィおよび、LM と修了生の振り返りインタビュー 

 ①LM には業務日誌を記録してもらった。②すべての業務終了後に、自身の業務を通じて発

見したことをオートエスノグラフィとしてまとめた。また、③LM に対して振り返りインタビ

ューを行い、その内容を記録した。 

 ④ささプロの受講生が行った LMS の書き込みと、その書き込みに対する LM の返信のやり

とりを記録した。⑤受講生には修了にあたってインタビューを行った。これらをデータとして

用いることで、LF に求められている役割や、知識・スキルに関する、2 年目の実証的な研究の

準備ができた。 

 

4）2 年目への展望 

 今回の事業により、「オンデマンド講義と対面講義を併用したリカレント教育」の研究フィー

ルドに相当するであるささプロに対して、LM を雇用し導入することができた。記録したデー

タを分析したり、LM の指摘したささプロの改善点をまとめ、2 年目の「オンデマンド講義と対

面講義を併用したリカレント教育」に展開することで、事業の目的である、ラーニングファシ

リテーターの役割および、そのために必要とされる知識やスキルについて明らかにする。 

 

 


